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シンボルマーク 平成 9年 

曹
 
い
ま
とれ
た
て
ノ
の
季
 

N
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曹
●

ヴ
H
 

今
年
も
収
穣
さ
れ
た
地
場
産
品
、
郷
土
工
芸
な
ど
を
楽
し
む
一
一
」
 

灘
ト
軸
了
 

し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
ー
が
＋
一
月
ニ
日
と
一
一
一
日
の
両
日
、
市
民
 

撫
 

家
庭
内
で
眠
っ
て
い
た
生
活
用
品
、
 

手
作
り
作
品
の
展
示
、即
売
 

（
生
活学
校
コ
ー
ナ
ー
）
 
菊
花

即
売
会
は
女
性
に
大
人
気
 

（
ご
しょ
が
わ
ら
菊
ま
つ
り
）
 

ー
地
域
産
業

の
振
興

と
 

市
民

生
活

の
向
上
に
 

農
林
産
物
共
進
会
で
は
、
今
年
収
穫
さ
れ
た
水
稲
、
果
樹
、
野
菜
、
花

き
、
雑
穀
、
林
産
物
が
展
示
さ
れ
、
優
秀
な
作
品
に
は
賞
状
と
賞
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
 （最
優
秀
賞
の
み
掲
載
い
た
し
ま
す
）
 

ま
た
誘
致
企
業
、地
域
産
業
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
技
術
紹
介
、各

社
製
品
の
展
示
販
売
が
行
わ
れ
る
な
ど
、活
力
あ
る
街
づ
く
り
の
基
に
な
る

人
材
や
産
品
な
ど
を
産
業
ま
つ
り
は
支
援
し
て
い
ま
す
。
 

〇
最
優
秀
賞
 

〈花
き
部
門
〉
今
 

正
一
さ
ん
 
出
展
作
品
 
秋
芳
の
力
（
菊
花
）
 

〈
雑
穀部
門
〉
福
士
 
て
る
さ
ん
 
出
展
作
品
 
小
一星
 

ま
た
、
第
四
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊
ま
つ
り
が
同
時
開
催
さ
れ
、
会
場
の

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
に
晩
香
会
、
市
農
業
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
約
千
五
百
鉢
の

菊
花
が
展
示
、
即
売
さ
れ
大
輪
菊
、
ポ
ッ
ト
マ
ム
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花

が
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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一
 晴れの受賞 

並びに 

貴
 

『
「
 

‘
ー
．
1
 

文

化
褒

賞

一
 

七
和
1
0向
校
の
県
立
移
管
に
尽
力
 

阿
部
祥
吾
氏
（

7
6歳
）
 

羽
野
木
沢
 

市
整
月
委
員長
と
し
て
教
育
振
興
に
尽力
 

右
岡
 
浩

氏
（
7
2歳
）
 

福
 
山
 

2
 

平成9年11月15日 

十
一
月
三
日
、
市
内
五
松
苑
で
平

成
九
年
度
文
化
褒
賞
・
市
褒
賞
並
び

に
内
助
功
労
章
表
彰
式
が受
賞
者
を

は
じ
め
成
田
市
長
、
表
彰
推
薦
委
員
、
 

来
賓
な
ど
約
百
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
の
文
化
振
興
、
発
展

に
優
れ
た
功
績
を
表
し
た
方
々
、
公

共
の
福
祉
の
増
進
に
顕
著
な
業
績
の

あ
っ
た
方
々
、
徳
行
が
優
れ
広
く
市
 

長
年
に
わ
た
り
七
和
高
校
の
発
展

充
実
に
寄
与
し
幾
多
の
優
秀
な
人
材

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
同
校
の
県

立
移
管
に
あ
た
っ
て
は
身
を
挺
し
て

実
現
に
あ
た
り
今
日
の
五
所
川
原
東

高
校
の
基
盤
を
築
き
あ
げ
た
ほ
か
、
 

市
教
育
委
員
会
委
員
長
の
要
職
を
務

め
当
市
教
育
の
振
興発
展
に
貢
献
さ

れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
阿
部
富
美
さ
ん
 
 

民
の
模
範
と
な
る
方
々
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
 

表
彰
式
で
は
、
成
田
市
長
か
ら
受

賞
者
一
人
ひ
と
り
に
褒
状
、
褒
章
並

び
に
記
念
品
を
贈
り
功
績
を
称
え
ま

し
た
。
 

今
回
の
受
賞
者
は
、
文
化
褒
賞
1
1
1
 

名
、
市
褒
賞
三
名
、
内
助
功
労
章
六

名
で
次
の
方
々
で
す
。
 （
順
不
同）
 

三
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
り
こ
の

地
初
等
中
等
教
育
の振
興
に
寄
与
し

多
く
の
前
途
有
為
な
人
材
を育
成
す

る
と
と
も
に
、市
教
育
委
員
会
委
員

長
の
要
職
を
務
め
当
市
教
育
の
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
県菊
花
連

盟
副
会
長
と
し
て
花
を
愛
で
る
心
や

自
然
の
尊
さ
美
し
さ
を
広
く
啓
発
し

地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
石
岡
昭
子
さ
ん
 

r
 

(
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l
 文化の日 

一
鱗
 

“
 市

表
 

秋
の

叙
勲
 l“ 一 、、 ， ， に い． , 

市 

褒 

、
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
尽
力
 

工
藤
由
衛

氏
（
7
9歳
）
 

豊

成
 

若
く
か
ら
持
ち
前
の
才
覚
を
発
揮

し
一
代
で
建
設
業
を
起
こ
し
地
域
農

業
や
都
市
基
盤
の
整
備
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
私
財
を
投
じ
て
多
く

の
社
会
奉
仕
活
動
を
実
践
し
潤
い
の

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
尽
力
し
た

ほ
か
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
と

し
て
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
振
興
と

生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
工
藤
ト
ク
子
さ
ん
 

一
賞式
・

『
量
 

晋
貝
 

市
議
会
議
長
と
し
て
活
躍
 

川
浪
重
次
郎
氏
（
7
8歳
）
 

鶴
ケ
岡
 

長
年
に
わ
た
り
農
業
協
同
組
合
職

員
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
た
の
ち
市
議会
議
員
と
し
て
連

続
五
期
十
八
年
に
わ
た
り
農
政
を
は

じ
め
幾
多
の
市
政
の
課
題
に
積
極
的

に
取
組
み
多
大
な
成
果
を
あ
げ
、
』
」
 

の
間
市
議
会
議
長
も
務
め
公
正
公
平

で
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
す
る
な

ど
地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
川
浪
き
や
さ
ん
 

地
方
自
治
の
伸
展
に
貢
献
 

奔

藤
 
昇

氏
 

（
平
成
八年
三
月
ー
一
目
逝
去
 7
0歳
）
 

松
島
二

丁
目
 

地
域
住
民
の
衆
望
を
担
い
弱
冠
一
一
一

十
三
歳
で
市
議
会
議
員
に
当
選
し
て

以
来
通
算
七
期
二
十
六
年
に
わ
た
り

市
政
運
営
に
参
画
し
、豊
富
な
識
見

と
卓
越
し
た
行
動
力
で
産
業
の
振
興

は
も
と
よ
り
交
通
体
系
の
整
備
や
健

全
財
政
の
確
立
な
ど
多
方
面
に
わ
た

り
敏
腕
を
ふ
る
わ
れ
市
政
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
斉
藤
千
恵
子
さ
ん
 

市
消
防
団
長
と
し
て
団
員
の育
成
 

加
藤
兼
穎

氏
（7
7歳
）
 

稲
実
 

昭
和
二
十
ニ
年
四
月
旧
栄
村
消
防

団
に
入
団
以
来
そ
の
任
務
を
深
く
自

覚
し
、
消
防
水
利
の
充
実
の
た
め
自

ら
の
敷
地
を
提
供
す
る
な
ど
し
て
地

域
の
民
生
安
定
の
た
め
率
先
し
て
防

火
活
動
に
奔
走
す
る
と
と
も
に当
市

消
防
団
長
や
副
団
長
を
務
め
団
員
の

指
導
育
成
や
消
防
技
術
力
向
上
に
手

腕
発
揮
し
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
加
藤
キ
ョ
さ
ん
 

十
一
月
三
日
付
け
で
秋
の
叙
勲
受

賞
者
が
発
表
さ
れ
、
当
市
か
ら
船
水

信
一
氏
が
勲
五
等
瑞
宝
章
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。
 

勲
五
等
瑞
宝
章
 

船
水

信
一

氏
 

大
正
六年
三
月
三
＋日
生
（8
0歳
）
 

市
内
飯
詰
字
福
泉
八五
の
一
一
一
 

昭
和
二
十
八
年
四
月
か
ら
旧
飯
詰

村
村
議
会
議
員
一
期
、
昭
和
四
十
六

年
＋
月
か
ら
昭
和
六
十
年
十
月
ま
で

連
続
四
期
に
わ
た
っ
て
五
所
川
原
市

議
会
議
員
を
務
め
、
産
業
の
振
興
や

学
校
施
設
の
充
実
さ
ら
に
は
交
通
体

系
の
整
備
や
観
光
面
等
多
方
面
に
わ

た
っ
て
市
政
の
伸
展
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
他
、
金
木
営
林
署
飯
詰
共
有

林
組
合
長
と
し
て
林
野
行
政
の
振
興

に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
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昔話に花も咲くI・・・盛会だった懇親会 

り
を
め
ざ
し
環
境
衛
生
思
想
を
普
 

〇
書
道
の
部
 

す
る
た
め
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
 

特
別
賞
 

ポ
ス
タ
ー
の
部
 

金
 
賞
 

き
れ
い
な
街
、
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
を
め
ざ
し
環
境
衛
生
思
想
を
普

及
す
る
た
め
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
 

次
の
子
ど
も
達
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

入
入
賞

者

V
（敬
称
略
）
 

〇
ポ
ス
タ
ー
の
部
 

特
別
賞
 

鰐
田
 

白
戸
 

金
 
賞
 

斉
藤
 

一
一P
 

成
田
 

銀
 
賞
 

飛
嶋
 

対
馬
 

成
田
 

中
林
 

銅
 
賞
 

葛
西
 

坂
本
 

桜
庭
 

吉
沢
 

原
 

斎
藤
 

工
藤
 

太
田
 

秋
元
 

別
賞
 

奈
良
麻
耶
子
（
五
小
四
年
）
 

鰐
田
 

中
嶋
 
剛
大

（
五
小
五
年）
 

白
戸
 

宮
越
久
美
子
（
五
一
中二
年
）
 

賞
 

銀
 
賞
 

斉
藤
 

諒
（
中
央
小
六
年
）
 

木
村
 
理
央

（
五小
三
年
）
 

一
戸
 
康
弘
（
五
一
中
一
年
）
 

吉
岡
 
洋
平
（
沖
飯
詰
小
四
年
）
 

成
田
 
陽
子

（
五
一
中二
年
）
 

福
士
 
怜
奈

（
東
小
六年
）
 

賞
 

宮
越
亜
矢
子
（
五
一
中
三
年
）
 

対
馬
 
慎
也
（
中
央
小
四
年
）
 

金
川
 
尚
寛

（
五小
三
年
）
 

成
田
 
知
佳
（
五
一
中
二
年
）
 

山
内
 
貴
子
（
五
小
四
年
）
 

中
林
 
妙
子
（
五
一
中
二
年
）
 

一
戸
 
康
弘
（
藻
川
小
五
年
）
 

賞
 

三
上
真
恵
子
（
南
小
六
年
）
 

葛
西
 
勇
典

（
中
央小
二
年
）
 

岩
谷
 
直
美

（
五
一
中
二
年
）
 

坂
本
 
嵩
延
（
中
央
小
二
年
）
 

松
本
 
祐
輔
（
五
四
中
三
年
）
 

原
 

昭
仁

（
五
 
中
一年
）
 

高
橋
 
俊
仁
（
中
央
小
四
年
）
 

工
藤
 
文
子

（
五
 中
三
年
）
 

須
藤
加
奈
子
（
五
四
中
三
年
）
 

秋
元
 
千
穂

（
五
 中
三
年
）
 

高
橋
莱
尉
子
（
藻
川
小
六
年
）
 

諒
（
中
央
小
六
年
）
 

康
弘
（
五
一
中
一
年
）
 

陽
子

（
五
一
中二
年
）
 

翻
 

慎
也

知
佳

妙
子
 

勇
典

嵩
延

功
喜

昌
志

昭
仁

絵
美

文
子

純
子

千
穂
 （

中
央小
二
年
）
 

（
中
央小
二
年
）
 

（
中
央小
四
年
）
 

（
中央
小
五
年
）
 

（
五
 
中
一年
）
 

（
五
 
中二
年
）
 

（
五
 中
三
年
）
 

（
五
 
中三
年
）
 

（
五
 中
三
年
）
 

桜
庭
 
功
喜

（
中
央小
四
年
）
 

〇
標
語
の
部

吉
沢
 
昌
志

（
中央
小
五
年
）
 

特
別
賞
 

斎
藤
 
絵
美

（
五
 
中二
年
）
 

金
 
賞
 

太
田
 
純
子
（
五
 
中
三
年
）
 

銀
 
賞
 

飛
嶋
 
翻
（
中
央

小
二
年
）
 

銅
 
賞

（
中
央小
二
年
）
 

（
中央
小
四
年
）
 

（
五
一
中二
年
）
 

（
五
一
中二
年
）
 

廿
故
郷
を
遠
く
離
れ
て
廿
 

わ

・
五
所
川
原
会

総

会
開

催
 

十
月
二
十
五
日
、
関
東
圏
内
に
在
住

す
る
市
出
身
者
で
組
織
す
る
「
わ
・
五

所
川
原
会
」
が
東
京
銀
座
の
文
祥
堂
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
に
は
約
百
六
十
名
が
出
席
し
、
 

新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
元
自
民
党
事
務

局
長
の
花
田
潔
氏
が
 
「自
分
の
生
ま
れ

た
街
は
い
つ
ま
で
も
誇
り
で
す
。
活
力

あ
る
五
所
川
原
の
た
め
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
成
田
市
長

も
「
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応
え
活
力

あ
る
五
所
川
原
に
し
た
い
」
 
と
祝辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
津
軽
三
味

線
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
会
員
達
は

交
流
を
深
め
故
郷
の
思
い
で
を
語
り
合

っ
て
い
ま
し
た
。
 

高
能
率
畜
産
基
地

へ

津
軽

西
部
区
域
の

畜
産
基
盤
が

整
備

さ
れ
ま
し
た
。
 

十
月
二
十
九
日
、
プ
ラ
ザ
マ
リ
ユ
ウ

五
所
川
原
に
お
い
て
津
軽
西
部
区
域
農

用
地
整
備
公
団
事
業
の
完
工
式
が
行
わ

れ
、
佐
藤
保
隆
東
北
農
政
局
生
産
流
通

部
長
、
高
橋
弘
一
県議
会
議
長
、
同
事

業
促
進
協
議
会
長
の
成
田
市
長
等
が
出

席
し
、
事
業
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

同
事
業
は
、
総
事
業
費
七
十
三
億
円
、
 

平
成
五
年
よ
り
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
 

当
市
の
ほ
か
西
北
地
域
近
隣
七
町
村
の

未
利
用
地
及
び
低
利
用
地
（
三
〇〇
也

を
造
成
整
備
、
公
共
牧
場
を
核
と
し
た

生
産
団
地
の
建
設
等
に
よ
り
、
地
域
畜

産
の
発
展
と
畜
産
物
の安
定
供
給
を
図

る
も
の
で
す
。
 

,
 

街

つ
く
り
花

い
っ
ぱ

い
の
楽
園
に
 
倉
橋確
篇
）
 

第
二
十
回
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
 

児
童
生
徒
作
品
展
 

き
れ
い
な
街
、
住
み
よ
い
環
境
づ
 

小
川
 
久
範

（
五
一
中
三
年
）
 

の
子
ど
も
達
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

藤
田
 
公
子

（
五
小三
年
）
 

ハ
入
賞

者

V

（敬
称
略
）
 

三
上
南
海
子

（
中
央小
五
年
）
 

,
 

中
谷
 

郁
（
五
四
中
三
年
）
 

太
田
 
康
之

（
五四
中
三
年
）
 

銅
 
賞
 

外
崎
 
敬
宏

（
藻
川
小
四年
）
 

竹
谷
 
美
穂

（藻
川
小
六
年
）
 

山
内
 
崇
嗣
（
五
四
中
一
年
）
 

〇
作
文
の
部
 

特
別
賞
 

千
田
 
雅
和
（
五
一
中
一
年
）
 

金
 
賞
 

川
浪
 
崇

（
藻川
小
四
年
）
 

原
 

理
子

（
五
一
中
一年
）
 

白
川
こ
ず
え

（
五
一中
三
年
）
 

銀
 
賞
 

白
取
 
秀
俊
（
五
四
中
一年
）
 

秋
田
 
寿
香

（
五四
中
一
年
）
 

佐
藤
 
静
香

（
五
四
中三
年
）
 

銅
 
賞
 

小
山
内
明
日
香

（
五
一中
一
年
）
 

伊
香
 
里
美

（
五
一
中
一年
）
 

佐
々
木
邦
和
（
五
一
中
三
年
）
 

花
田
 
勝
暁
（
五
四
中
三年
）
 

市長から感謝状をおくられた 
原田祥文農用地整備公団東北支社長 

ポスターの部特別賞・白戸完美さんの作品 
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或置織難厳歓翻催」 
11月 6 日、 「地域福祉を支えるあなたの愛みんなで

広げる福祉の輪」をスローガンに、第40回五所川原市

社会福祉大会がふるさと交流圏民センター・オルテン

シアにおいて開催されました。 

「福祉の心」 と題した弘前市盛雲院、三浦義弘住職

の講演後、大会では「画一的な福祉施策から、人と人

とのふれあいを深め、より一層の福祉の充実に努めたい」 

と成田市長があいさつし、社会福祉発展に功績のあっ

た方々に表彰状、感謝状を贈りました。 

「温暖化に少しでも歯止をかけたい」 
市役所前おまつり広場を出発する

エコランナーの五農生 

灘― 
曾
意
の
花
か
一
 

二推麗響舞姦仲良戸 
10月25日、 「老人とふれあレ畔畠祉のつどい」 （三好地

区社会福祉協議会主催 小野稔会長）がコミュニティ

センター三好で約300名が参加し行われました。 

地域のお年寄りと、小・中学校の児童生徒の交流を

深めるため毎年行っているもので、つどいでは藻川ノ」、 

・鶴ケ岡小・三好中学校児童生徒が劇、作文を発表し

た後、昼食を一緒に食べながら、おじいさん、おばあ

さん達と談笑し、また日頃は聞けない津軽の昔話に耳

を傾けていました。 

「お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う
」
 

普
段
の
感
謝
の
気
持
ち
を

作
文
発
表
 

受
賞
者
を
代
表
し
 

市
長
よ
り
表
彰
を
 

受
け
る
 

坂
本
憲
昭
さ
ん
 

（
第
一
地
区社
協
）
 

ス
ト
ッ
プ

地
球
温
暖
化
 

列
島
縦
横
ェ
コ
リ
レ

ー
 

に
激
励
 

十
二
月
一
日
の
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会

議
に
向
け
、民
間
か
ら
の
意
志
表
示
を
呼
び
か

け
北
海
道
か
ら
京
都
ま
で
を
各
地
域
の
エ
コ

ラ
ン
ナ
ー
が
自
転
車
で
リ
レ
ー
し
て
い
ま
士
 

十
一月
二
日
に
は
当
市
に
到
着
し
菊
池
助
役

か
ら
会
議
成
功
の
激
励
を
受
け
た
エ
コ
ラ
ン

ナ
ー
達
が
、
京
都
に
向
け
出
発
し
ま
し
た
。
 

障
害
に
負
けず
が
ん
ば
っ
た

櫛
引
順
吉
君
を
表
彰
 

今
年
の
東
奥
児
童
美
術
展
で
、
図
画
の
部

特
選
を
受
賞
し
た
櫛
引
順
吉
君

（
六歳
 
五

所
川
原
保
育
園
）
に
成
田
市
長
か
ら
表
彰
状

が
送
ら
れ
、
ダ
ウ
ン
症
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
た
順
吉
く
ん
の
努
力
と

才
能
を
あ
ら
た
め
て
た
た
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ー
 

ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
す
 

市
職
員
厚
生
大
臣

表
彰
 

市
民
課

木
村

さ
ん
 

市
民
課
木
村
あ
き
主
査
が
、
永
年
の
厚
召

統
計
事
務
精
励
に
対
し
厚
生
大
臣
よ
り
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
 

出
生
、
婚
姻
、
死
亡
等
市
民
生
活
に
深
く

関
わ
り
、
ま
た
直
接
に
市
民
と
ふ
れ
あ
う
職

務
を
着
実
に
こ
な
し
て
き
た
木
村
主
査
が
表

彰
さ
れ
た
こ
と
は
、
市
役
所
に
と
「
て
も
大

変
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
 

「大変励みになります。 
以後も市民の方々のた
めに頑張っていきたい」 

「順吉君仲刻とお父さんの忠造さん佐端 
お母さんの麻記子さん（中央後） 
五所川原保育園の先生達（ 4名）」 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
全
日
本
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
西
北
五
師
会
県
保
険
鍍
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
（
寺
内
雄
一
五
所
川
原
支
 

部
長
）
H
慰
問

（
マ
ッ
サ
ー
ジ
奉
仕
六
名
）
。
 

〇
藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎
武
夫
会
長
）
H
慰
問

（
民謡
と
手
踊
り
 
ジ
ュ
ー
ス
二
箱
）
。
 

〇
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
（
一
戸
千
代
三
郎
会
長
）
H
寄
贈

（
年賀
ハ
ガ
キ
百
枚
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
栄
小
学
校
創
立
百
ニ
＋
周
年
実
行
委
員
会
（
小
田
桐
竹
春
実
行
委
員
長
）
H
四
万
四
千
七
十
二
円
。
 

〇
下
山
学
園
五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
学
友
会
H

一
万
九
千
五
百
六
十
一
円
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
J
R
c
委
員
会
バ
ザ

ー
権
益
H
八
万
八
千
七
百
十
八
円
。
 

〇
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
 
亀
田
京
子
さ
ん
（
本
町
二
六
ー
二
）
H
二
万
五
千
円
。
 

〇
五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
（
一
戸
千
代
三
郎
会
長
）
廿
寄
贈

（
年賀
ハ
ガ
キ
七
百
枚
）
。
 

市長に目録をわたす 
ー戸千代三郎会長と敦賀又四郎理事 
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遣跡の発掘風景 
本発掘は村越団長以下ボランティアで行われた。 
遣跡の発掘風景 

発掘途中の須恵器 
ていねいに破片の回りの土を取り除く 

前田野目須恵器窯跡群への検証 
（其のニ） 監修五所川原市史編集協力者工藤 清泰氏 

前号では須恵器について、また10月 4 日発表された犬走須恵器窯跡の調査結果をお知らせしました。今回は

須恵器を実際使っていた先人達に注目していきます。 

〇誰が須恵器を作ったの？ 
工人集団の一部は、隠川遺跡（持子沢地区）に住んでいた

人達だと思われます。同遺跡からは須恵器製作に必要な「ろ

くろピット」の跡が確認されています。遺跡の年代も 9 世紀

後半と見られており、隠川遺跡の住人達は持子沢から前田野

目一帯に須恵器窯を製作していた工人の可能性が高いと思い

ます。 

当時の津軽は未だ大和朝廷側から蝦夷（えみし）といわれ

る人達が住んでいる地域でした。隠川遺跡の人達もそんな蝦 

	

一ー， 一‘ー一ー 	 夷の中の一部族だったのかもしれません。近年まで朝廷と蝦 

」乞竺児三烈 ＝ー、一 夷は激しく戦ってきたと思われていました。坂上田村麻呂が
本発掘は村越団長以下ボランティアで行われた，i柵り~t 7 肩痛紛範で 

「舞難鱗 
す。これ以降津軽の古代集落には大和朝廷の影響が色濃く見

られるようになります。現在の大阪府から東国へ広まったと

される須恵器の工人達が 450 年北上して 後に行き着いた場

所、それが五所川原だったと考えられます。 

五所川原の須恵器窯跡が作られた 9 世紀頃は、ちょうど中

央でも一般の人々に須恵器が普及し始めた頃でした。それと

同時期、この北の地でも須恵器は日常の用具・容器・祭紀の

用具として使われていたと思われます。嚢や壷の中には米、 

麦、大豆等が、大嚢には翌年のための種もみが保存されてい

たかもしれません。残念ながら、隠川遺跡で発見された須恵 

	

発掘途中の須恵器 	 器には米や種もみなどが付着していませんでした。今後の調 
ていねいに破片の回りの土を取り除く 	ォこープ二し．ノフ、レニ ,一 H；」一」っ ,‘」、、 J、さ岳刀口日 Jr 』。プ―、ノ ー し．プ下I l 二 
、いイ“”一奴nvノ『」リ vノー‘ c 月ス’ノ田て、 	査でどのように使われたかが解明されていくことでしょう。 

また今回の発掘調査では、窯跡から鉄製の鍬先が発見されています。持子沢C と呼ばれる窯跡からも木を切

ためのものと思われる鉄製の斧が出土しており、当時既に鉄製品が日常生活に使われていたことをうかがわ

せます。また、普及していたとはいえ大変貴重な鉄が窯の中にあったことは、窯炊きしたときなにか祭紀的な

意味、 「たとえば須恵器製作に使った鍬を窯の神に感謝して奉納する」などの意味を込めていたのではないで

しょうか。毎回鉄を入れていたとは思えませんから、今回発見されたことは学術的にも非常に貴重です。 

， 	これらのことを考えても、当時蝦夷と呼ばれた人達は庶民レベルにおいては中央と何ら遜色のない生マ舌をし

ていたことがうかがえます。 

〇前田野目地区は須恵器のー大産地だった？ 

交易から見る前田野目遺跡の価値。 

前田野目須恵器窯跡群は現在17箇所発掘・確認されていますが、 「まだ

数倍は地中に埋もれたまま」というのが、今回発掘に携わった関係者の考え

です。また、同遺跡で作られたと思われる須恵器が、北は北海道の網走の近

く常呂（ところ）町から南は秋田県の鹿角市、岩手県の久慈市まで広がって

います。これだけの交易圏を持つ須恵器は大変少なく、同窯跡から作られる

須恵器の優秀さを示すと共に、当時青森県の持つ地勢の有利さを示していま

す 
直接の支配を受けてはいなくても、文化的側面、日常生活においては朝廷

側の影響を十分に受けていた前田野目地区には、北の地よりラッコや熊等の

毛皮、海産物、弓矢の矢に使われる鷹の羽などが須恵器と交換され、さらに

それら京都へ送っていたと思われます。津軽地域からは須恵器とともに鉄製

品や塩、そして漆器などが北の社会に向けて送られていたと考えられます。 

つまり、隠川遺跡の住人達は一種の三角貿易をしていたと考えられ、津軽

海峡を背にした境界的地勢を利用していた交易の民でもあったのです。朝廷

を頂点としていた国家が、これまでの自給的社会から経済的社会へと変わって

いった当時、先人達はしたたかに、そしてしなやかに生きていたことでしょう。 
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須恵器大嚢 

人と比べるとその大きさが解かる 

（写真は浪岡町中世の館より提供） 



工人達が残した物 

発掘された須恵器ぬ2 

須恵器大携 
口径2lc而 

須恵器大携 

鉄 製 鍬 先 
（長さ16cm 幅15c叩 
鉄製鍬先 
譲さ「晶濡5JL.5afl) 	 していたでしょう。 

須恵器おちょこ形 
（口径75cIII) （口径7.5c叩 

ーノ、ご=,J. ごどことr'j- 	“一 〇工人達はどこへ行ったのか‘) 
発掘された須恵器 No.2 ーーノーーー、箭‘野百須恵器その後 

遠く北海道までもその技術を示し、また見事な経済感覚を持ってい

たと思われる隠川遺跡の住人達はその後どんな運命をたどったのでし

ょうか。 

現在、前田野目遺跡から発見されている須恵器は9世紀後半から11 

世紀の間のものばかりです。それ以前はともかくとして、その後須恵

器が作られなくなったのは工人達に何か社会的変化が起こったことが

うかがわれます。12世紀になると、朝廷を中心とする中央政府では大

陸からもたらされた新しい技術、中国陶磁器の影響を受けた瀬戸焼き

や珠洲（すず）焼きなどの大量生産技術が確立されつつありました。 

	

‘ユ；一旦p 」ー＝加ニ 	 そして経済社会へと移行した畿内の商人達は交易圏を広げ奥州の須恵 

	

b径21cm) 一 	器を駆逐していったと思われます。 

1） 工人南下説 
秋田県のニツ井町で12世紀ころ作られたと思われる須恵器系窯跡が

発見されています。前田野目の工人達は中央に対抗するためもう一度

南下したのではないでしょうか。理由として、前田野目地区では須恵

器製作のための木を切りすぎた、原料となる土が手に入りづらくなっ

た、場所が無くなった等が考えられます）つまり北の地は須恵器作り 一

に適さなくなったと考えられます。それに加えて、三角貿交易の一点 ’ 

を担った地理的優位さもそのころのは中央の影響下に完全におかれて 

工人達はより中央に近い方へ技術と市場を求め南下していったのか

もしれません。 

2） 工人農民化説 
須恵器作りはもともと生産効率の悪いものでした。一回焼成するご

とに窯を壊していたため（犬走須恵器窯跡では 2回）、生産コストが高

くまた大変手間がかかるものでした。専門工人と言うのはまれで、そ

のほとんどは半農・半工の生活だったでしょう。それが中央の安価で

良質の焼き物群に駆逐されていく過程で、工人達は農業へと移ってい

ったとも考えられます。 

須恵器熱をよこ形 	 ろくろを棄てた工人は、その手に鍬を持ち替えたのではないでしょ 

うか。 

☆犬走須恵器窯跡は1000年という時を越えて、いろいろな想像、物語を私たちに語りかけてくれます。今回掲 

載されたものはその一部に過ぎません。今後どのような発見がされるか、どのような新しい学説が発表される 	ー 

か大変楽しみです。 	 ， 

そして、この五所川原の先人達が残してくれた「宝物」を大切に、次の世代へと受け継いでいくことが、私

たちがしなければならないことです。 

楚
珠
山
は
神
性
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
山
で
あ
る
。
 

今
回
、
施
設
見
学
会
 
「楚
珠
山
古
の
た
び
」
 
へ
参加
し

小
学
校
の
遠
足
以
来
の
楚
珠
山
へ
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

十
月
二
十
七
日
、
時
折
、
た
た
く
よ
う
な
雨
の
降
る
中
 

（
山の
中
で
は
雪
も
降
っ
た
）
、バ
ス
で
赤
く
彩
ら
れ
た
秋

の
楚
珠
山
へ
と
向
か
う
。
 

山
道
の
脇
に
立

つ
三
十
三
体
の
観
音
像
を
見
な
が
ら
登

っ
て
い
く
松
倉
神
社
、
頂
上
か
ら
は
青
森
市
を

一
望
出
来

る
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い
る
。
尾
根
の
上
に
見
え
る
原

始
宗
教
の
陰
石
を
形
取
っ
た
岩
で
、
生
殖
器
崇
拝
の
遺
跡

で
あ
る
鼻
潜
り
石

（
別名
「
胎
内
く
ぐ
り
」
）
や
陰
陽
石
、
 

四
メ
ー
ト
ル
程
の
落
差
が
あ
り
滝
の
上
に
は
修
行
者
が
行

水
し
た
と
い
わ
れ
る
穴
も
あ
る
楚
珠
大
滝
、
と
自
分
が
知

ら
な
か
っ
た
楚
珠
山
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
 

そ
の
昔
、
修
験
者
の
修
行
場
で
あ
っ
た
と
い
う
山
の
静

寂
さ
は
、
雨
音
と
滝
の
流
水
だ
け
を
聞
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。
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※
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子
郷
蔵
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も
訪
れ
ま
し
た
。
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「私
の
声
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る

人
の
た
め
」
と
語
る
土
谷
恵
子
さ
ん
。
 

他
に
十

一
名
の
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ン
テ
ィ
ア
が

視
覚
障
害
者
の
方
々
の
た
め
、
広
報

を
録
音
し
て
い
ま
す
。
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女性が次のような公職に進出した方が良いと思いますか。1% 
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やさしさのあるまちを 
ともに支え合う  男女共同参画社会をめざして 男女共同参画社会をめざして― O 

―おやこ劇場第54回例会 

子ども寄席 間落語協会 

寄席というのは落語や色物と呼ばれる紙

切り、奇術等を演じている所のこと。師走の 

1日を親子そろって寄席に出かけませんか。 

と き 12月 7 日（日） 開演18 : 30 

ところ サンライズプラザ青陽園 

対 象 小学校3年生以上 

問い合わせ 五所川原おやこ劇場事務局

雪 3 4- 2 1 7 0 

チェルノブイリ写真展と報告会 
＝青森の支援・視察団が見て語る― 

と 	き 	写真展 11月23日（日） 10:00~17 :00 
24日C) 9:00-16:OO 

報告会 11月23日（日）開，寅 13:00 

ところ 市中央公民館 

入場料 写真展・報告会ともに無馴斗です。 

主催 青森・チェルノブイリ子ども支援ネット

五所川原市写真展・報告会実行委員会 

問い合わせ 平和労組会議西北五地方本音ド

雪34 一 5775 

I 

料理教室 

『2OOボルトクラブ』参加者募集 

と き 12月16日（火） 10 : Oft-13 : 00 

ところ 東北電力（株）五所川原営業所 

2 階電化教室 

募集人員 15名 

定員になりi欠第締め切り、12月 5 日ま 

’でに電話て三お申し込みーください。 

教材費 500円 

申し込み・問い合わせ 

東北電力（株）五所川原営業所 

お客様サービス課 ”3 5 一 2151 

内線335 

\ 

仕事と社会参画④女性と公職 

これから、女性の社会参加が進むべき分野とし

て「県議会、市議会」や「国会」が多くあげられ

ています。 

本調査でも、全体を通じて女性が公職に就くこ

とに「賛成」と答えている人が多く、 「反対」と

はっきり答えている人は少数です。 

「反対」とはっきり答えている人は少数です。 

しかし、戦後男女平等を明文化した新憲法が施

行されてから50年を経た今でも、女性が意思決定

する場に充分参加しているとは言えません。これ

は、政策決定の場や職場だけでなく、町内会やP 
TAなどの地域団体の会長職にも共通しています。 

今後、女性が社会参加していく上には、女性自

身がェンパワーメントしていくことも必要です。 

＠ェンパワーメント 
経済力や方針決定力、 自己決定力などの

力を身につけること。 

※このコーナーでは市内で活躍するボランティアグル プを紹介します。 

⑥はつらつ女性課 内線236 

’戸&・,”ー・ー 
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平成10年度（4月入所）一『 

保育所入所申請受付のお知らせ 

⑨受付期間 11月17日（月）~12月19日（金） 

尚、上記期間外でも随時受付いたします。 

⑥受付場所 福祉二事務所又は各保育園（所） 

※ 申請書は、福祉事務所、各保育園（所） 

に備え付一けてあります。 また、保育園（所） 

によっては、乳児（0歳）、障害児（軽度、 

中度） も入所できます。 

⑥間い合わせ 権搾止事務所 福祉課児童係

内線 542 

平成10年度母子・寡婦福祉資金 

修学資金等予約貸付 
⑨対象者 経済的に困難な事情にある母子・ 

寡婦家庭で、児童が高等学校、短期大学、 

大学、高等専門学校及び専修学校等に進 

学を希望する方。 

⑨提出書類（提出書類は福祉事務所にあります） 

①貸付申請書 

②添付書類 

イ）貸イ寸申請者の戸籍謄本 

ロ）配偶者のない女子で、現に児童を扶養 

していることを証明する書類 

ハ）在学している学校からの進学証明書 ， 

ニ）支度資金所要額内訳書 

⑥提出期間 11月17日（月）~12月19日（金） 

尚、上記期間外でも随時受付いたします。 

く》貸付の仮決定 平成10年 2 月末日までに仮 

決定をし、本人に通知する予定 

⑨各貸ィ寸の本決定と資金の交付 

①修学資金、修業資金 

仮決定された人の児童が高等学校等に入学 

し、在学証明書の提出がされた方に対しては 

平成10年4月中に本決定し、翌月末日までに資 

金交付する予定。 

②就学支度資金 

仮決定された人で、高等学校等の選考試験 

に合格し、その合格通知書により入学が確実 

になった方については、平成10年 3 月中に本 

決定をし、同年 4 月までに資金交付する予定。 

く》間い合わせ 福祉事務所 福祉課 内線 543 

五所川原市役所 合35- 2111 

児童手当の申請はお済みですか 
〇対象者 3歳未満の児童を養育している方

で、前年の所得がー定額未満の場合

※ 市民課にて児童手当認定請求書手続きを

しますと翌月から受給できます。 手続きが

遅れますと、受けられる月分の手当が受給

でトきなくなります。 

〇児童手当の額（月額） 

	

第 1 子一・第 2 子 	5,OOO円 

	

第 3子以降 	lO,000円 

〇請求に必要な添付書類等 

☆印鑑、請求者の銀行等の口座番号 

☆請求者がサラ IJ ーマン等の場合は厚生年

金加入証明書（月排氏は市民課にありまーむ） 

☆市が発行する児童手当用所得証明書（本

年 1 月 1 日現在、当市に住民登録されて

いない方は前住所地の市区町村が発行す

る証明書） 

☆その他必要と思われる書類 

〇児童手当の額が増えるとき 

現在手当を受給している方でト、出生など

の事由により支給の対象となる児童が増え

たときは、増額の手続きが！必要です。 

〇間い合わせ 市民課 内線 203・206 

外国人による日本語発表会 
～国際交流に参加しませんか～ 

◇と き 11月30日（日） 受付開始 10:00~ 

◇ところ 五所川原市中央公民館 

◇内 容 

〇第一部 「外国人による日本語発表会」 

外国人の皆さんの 『津軽に住んでみて』 7) 

感想発表があります。 （10:30~12:00) 

〇第＝部 「フレンドシップ・パーティー」 

グループによる話し合い、歌やゲームで楽

しい時間を。 （12:30~15:00) 

◇参加方法 当日受付でどなたでも参加でき

ます。 第二部参加者のみ会費500円（軽食代） 

◇主 催 五所川原市中央公民館 

五所川原市国際交流市民の会

◇間い合わせ 五所川原市中央公民館 

TEL 35 6056 
◆初級英会話（毎週水曜日夜） 

初級中国語会話（隔週金曜日夜） 参加者募集 

希望者は事務局・千葉までト m35 7567 

「ー ごil競お納めをれはごきいませえ豪で7なて 
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例えは次のようなことでお悩みの方に。 

＊家族間によるもの 

＊近隣関係によるもの 

＊学校・職場内のもの 

このほか登記・借」也・借家に関する問題、 

交通事故に科三うもの、その他についてもご相 

談に応じます。 

と き 12月 8 日（月） 10 : 00-15 : 00 
ところ 「中三」 6階 本町25 合34-3131 

第四回 人権週『間 (12月4日 日）へ 

青森地方法務局と青森県人権擁護委員連合会では次の強調事項を掲げ、 県民の皆さんに 

人権尊重思想の大切さを呼びかけています。 

@）子どもの人権を守ろう 一育てよう思い ーっくりましょう。 

やりの心ー 	 なお、毎日の生活の中で、お困りのときは、 

@）国際化時代にふさわしい人権意識を育てよ 青森地方法務局五所川原支局（五所川原市字 

う 	 ーッ谷115の1 合 34-2330)、 または、 

⑥部落差別をなくそう 	 お近くの人権擁護委員にこ沫目談ください。 

⑨女性の地位を高めよう 	 相談は無料で、秘密は厳守します。 

@）障害者の完全参加と平等を実現しよう 

@）高齢者を大切にする心を育てよう 	 ※定例相談所開設日時 毎週金曜日 10 : 00 
「人権週間」にあたり、私たち一人ひとり 	～15 : 00 ところ 親切サービス課（市民 

が、人権について考え、明るく豊かな社会を 相談室） 

当市の人権擁護委員は次の方々です。 

〈五所川原メ、権擁護委員〉 ※定例相談担当日 

封 馬 郁 夫 松島町 7 丁目20 " 34-3121 平成10年1月30日 

鶴 谷 株 郎 新宮町17-1 合 35-2440 平成10年1月23日 平成10年3月27日 

原 芳 1工 松島町 7 丁目54 合 35-8590 1 1月28 日 平成10年 2月13日 
大 村 光 子 旭町 2 雪 35-6363 12月 	5 日 」1勾戎10年2月20日 
山 口 千代一 毘沙門字中熊石211-1 容 36-3938 12月 12日 平成10年2月27日 

坂 本 憲 昭 錦町 1 -101 合 34-2293 12月19 日 平成10年 3月 6 日 

中 ノリ 兵 一 豊成字田子ノ浦104-3 合 29-3073 平成10年1月 9 日 平成10年 3月13日 

浅 見 則 昭 松島町 7 丁目75 容 35-8121 平成10年1月16日 平成10年 3月20日 

太 田 啓 子一 みどり町4 丁一目18 雪 34-4274 1 1月 21日 平成10年 2月 6 日 
（子ども人権専門委員） ◆問い合わせ 親切サービス課 内線220・221 

「子どもの人権 110番」 	◇◇特設人権相談所開設◇◇ 

	

毎週月曜日から金曜日 （但し祝祭日を除く） 	例えは次のようなことでお悩みの方に。 

	

の午前8時30分～午後 5 時まで子どもの悩 	 ＊家族間によるもの 

	

みごとや困ったことについての相談を受けイ寸 	 ＊近隣関係によるもの 

	

けております。電話番号は下記のとおりて潟二 	 ＊学校・職場内のもの 

「子ども人権1 1 0番」 	 このほか登記・借地・借家に関する問題、 

容01 77-74-1 020 	 交通事故に科三うもの、その他についてもご才 

青森地方法務局人権擁護課 談に応じます。 

戦没者等の遺族の皆様ノ＼ 

L特別弔慰金の請求期限は平成10年3月引日 	ところ I 中三」 6階 本町25 合34 3131 

平成 7年4月 1Jにおいて、遺族の中に公 相談担当者 今讐擁護委員、法務局職員

務扶助料、遺族年金等の受給権を有する者が 一日人権擁護委員 三ス津軽平野 
． ー A  

業鷺t 蒜 r織器覧資篇、※「子どもの人権キ目談」も受け付けます。 ノ 
40万円、10年償還の国債が支給されます。 	平成9年度青森県青少年育成県民推進 
〇問い合わせ 市民課 内線203・206 	 コ＝＝に III I古41A、牟4'r,ニ』ェ首佳 ー Iー」v ~I一、一 。」」ーート 「」ノw」、一ーー 一ーー 	 五所川原大会参加者暴集 

で平成9年度排水設備工事配管工認足蓄習」 	11月の「全国青少年健全育成強調月間」に 

蕊誓水道協会青森県支音ド主催の県下統認定 呼応し、表彰、少年の主張発表、実践発表等 

◇申込書配布 11月17 日（月）～ 	 が行われます。参加者には昼食を準備します。 

◇受付期間 12月 3 日（水）~5日（金） 	 〇と き 1 1月 27 日（木）10 】 00~15 】 00 
ぐ〉受講日 平成 l0年1月29 日（木） l4 :00~ 
護蕪ivi 編議鶏局組F-I \-1-/4 喜大答議室 	〇ところ オルテンシア 
◇受講料 4,000円 	 〇問い合わせ 参加については、11月21日（金） 

く＞問い合わせ 下水道課 内線 31 1 	 までに雷信舌て了親切サーピ’ス課へ「大係泉220.221 

平成 9年11月15日 10 

相言炎担当者 人権擁護委員、法務局職員

―日人権擁護委員 ミス津軽平野 

飛 鳥 泰 代 さん

※ 「子どもの人権相談」 も受け付けます。 

平成9年度青森県青少年育成県民推進

五所川原大会参加者募集 

11月の「全国青少年健全育J戎強調月間」に

呼応し、表彰、少年の主張発表、実践発表等

が行われまーす。参加者には昼食を準備します。 

〇と き 1 1月 27 日（木）10 : 00-15 : 00 
〇ところ オノレラニンノシア 

〇問い合わせ 参加については、11月21日（金） 

までに電話で親切サービス課へ 内線220・221 
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屋内外の
―般作業 
公園清掃

樹木消毒
除革・草メ」り

包装など 

事務分野 
文書管理事務

毛筆筆耕
宛名書き

受付事務など 

技術を必要
とする分野 
ふすま張り 

大工仕事 
ペンキ塗り、植木 

手入れ、和洋戴など 

大事な庭木などの雪囲いの 'd'-S.'-讐 -'--（と y) 窒 V」 .1S I- =4-. 	了・ 

ーシがー人材センターの仕事の特徴 

(lF軽に電話でお申し込みになれます 

②収益を目的としないので、 ・般的に

割安です。 

③公益的、公共的団体なので安心でto 

“高齢者の豊かな経験と能力，，を活用ください。公 G4)8844 

面獣五所川原市シルバー人材センター 
ー 	 五所川原市宇岩木町12番地（福祉事務所2階） 

準偏乞レしいよ9 /J' ，ノ 

折衝・外交 

サービス
分野 
家事手伝い 

炊事 
介謹など 

管理分野 
公民館管理

駐車場管理
なと 

専門 
技術分野 	町禦外父 
経理事務 	 うナ野 
ワ ブ口 	 広報等の配布なこ
など 

知っておきたい検察審査会制度 
一検察審査員に選ばれたらご協力を― 

検察官のした処分について、止しかったかどっ 

かを審査する機関として一「検察審査会」があります。 

審審査員は選挙権を持つ皆さんから、 く じ弓はて了 
11名選ばれます。審査員に選ばれプと時には、市民
の代表としてご協カお願いします。 
間い合わせ 弘前検察審査会事務局 

" O172一32 1 4321 内線340 
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※用途区分の器は霧婆、くです。 ※物件番号】～4は南部地区で、物件番号5は駅東部地区です。 
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～健康だより～ 
はつらつ女性課内線234・232 

献血 C）ご案内L~ 
場 	所 譜i 期 

11月18日 
（火） 

10 : 00- 
15 : 30 

日立東部セミコンダクタ
株式会社津軽工場敷地内 

焼きサ くのおろし煮 

』615 
テーマ】 

男性も作れる 
料理 

五所川原市食生活改善推進員会 

 

サバは今が旬で、脂

がのって食べごろ。サ

バには血中コレステロ 

ールを下げ、成人病予

防にも効果があり、頭

の働きを良くするDII 
Aも豊富です。 

おいしく食べて健康

に、旬の味覚を存分に

楽しんでください。 

材料（4人分） 

サノく 	4切れ 
塩 	小さじ1/2 
酒 	大さじ 1 
ピーマン 4コ 
しいたけ 8枚 
おろし大根 200 g 
水 	15カップ 
みりん 	大さじ 2 
しょうゆ 大さじ 2 

 

思春期ふれあい体験学習 
10月22日沖飯詰小で開催 

思春期は、身体の発達や自我の確立など大

人になるための大切な準備期間です。心が不

安定になりやすい思春期の変化を、子一どもが

プラスに受け止められるよう、心身の変化に

ついて自然に話し合える、親の想い・周囲の

想いを知ることが

出来る家庭でのニコ

ミュニケーション／

が大切です。 

市では今後思春

期の児童に対する

心の健康づく りを 、 
支援していきます二命の尊さを学んだ、沖編吉ノト5・6年生 

	ノ 

」 すく すく健診 
◆と き 12 : 30-12 : 45 

◆ところ 市働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

◆持参する もの 母子健康手帳、バスタオル 

対 象 児 期 日 

4力月児健診 
平成 9年 

7 月生まれノ 
12月 2 日 
（火） 

1歳6カ月児健診 
平成 8年 

6月生まれ 
12月16日 
（火） 

3歳児健診 
平成6年 

8月生まれノ 
12月18日 
（木） 

※お願い 4 カ月健診では、神経芽細胞腫検

査一1ごッ ト を配布しますので、来れなかった

方は母子一 健康手帳を持参のうえ、はつらつ

女性課窓 口にもらいに来てください。 

すこやか発達相談 
◆ところ 市働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

開設 日 時 間 内 	容 

母と子の
相談 日 

12月 3 日 
（水） 

12月17日 
（水） 

10 : 00- 
12 : 00 

13 】 00- 
15 : 00 

12/17の午
後は予約が
必要です 

・成長、発達相談 
・母子健康手帳の節
目（9 -10カ月、 6 
カ月、1歳、2歳等） 
の相談、育児、遊び、 
栄養（離乳食等）、木目
談等 

※予約相談は随時、電話で受けイ寸けています。 

◇多血小板奨成分献血 
多血小板血葉成分献血は、血液中から血小

板と血梁成分をいただき、赤血球成分は体内

へお返しします。 

※予慈制となっておりますので、希望者は11 

月21日（金）まて三にご連絡願いますー。（内線236) 

期 日 時 間 場 	所 

11月26日 
（水） 

9 : 
15 

30 
: 
- 
30 新町保健センター 

五所川原市役所 合35-2111 

〈作り方〉 

①サバは塩と酒をふる。 

②ピーマンはたて割にし、種を除く。 

③焼き網を熱し、サバと②を焼く。 

④水、みりん、 しようゆを煮立て、おろし大根 

の水気を切って加える。煮立ったら焼いたサ 

バを加えてさつと煮る。 

⑤ピーマンとしいたけを食べよく切って器に入 

れ、サバを盛り、おろし汁をかける。 

平成 9年11月15日 12 
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